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（技術）
　波面センサによる光波位相分布の補正、Ｗ級出力Ｏ／Ｅ変換器の実現、マルチビーム形成における
ビームごとの位相分布制御による同軸ビーム光への変換など、サブテーマ１「光信号処理回路」にお
いて現時点での目標は十分に達成されている。さらに、－２０ｄＢ以下のサイドローブ抑圧について
実験的に実証も行い、サブテーマ２の「指向性合成技術」についても良好な成果が得られている。
　各サブテーマの進捗状況と、十分な研究体制を鑑み、研究プロジェクト全体として最終目標の達成
に向けて順調に進捗していると判断する。
　１点、研究開発によって得られた研究成果について知財確保の観点から特許申請を積極的に行うと
ともに、成果を広く公開するために学会等での発表を活発化することを望みたい。

（技術）

（事業化）
　無線通信におけるデータ容量の増大化に伴い、小型化・軽量化、サービスエリアのフレキシブル
化、広帯域化などが要求されている衛星搭載アンテナ装置において、従来のフェーズドアレーアンテ
ナ装置よりも小型化・軽量化・低消費電力化・低電磁干渉性などを実現する「光搭載アンテナおよび
ビーム制御装置」を販売する計画である。
　受託者は当該市場において既に国内●●●、国外●●程度の市場シェアを有しており、当該製品の
技術的優位性が加わることで、一定の収益が期待される。

（事業化）
　

（注）総合所見の公表にあたっては、企業秘密等に配慮しています。
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